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and "Happy Women'
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KINUGAWA ttoko
Eospita.l Sketches (1864) is based on louisa May Alcott's lettere home while ehe wae
an army mrrse in a hospital in Washingtou, D. C. duriag the Civil War, a-nd prepared
her to be a pronisiag, serious writer. In this paper I will diacuss the way how the issue
of women's caneers and the eignifice-nce of work are dedt with in the book and in her
essay titled "Happy Women" (1868).
はじめに
『若草物語』 に麟力 "笏
θ■ 1868)の作者ルイザ・メイ・オルコット (1832‐1888)
には『病院スケッチ』 (″¨ ρゴ劇 脇 麟 に 1863)という作品がある。彼女が南北戦争中、
首都ワシントンの病院に赴き、6週間にわたつて篤志看護婦として働いた間に留守宅に書
き送った手紙をもとに、1862年に新聞に連載されたものに数章を加筆し、翌年単行本とし
て出版されたものである。ルイザ・オルコットの名を広く知らしめるきつかけとなつたも
のであるが、6章からなる小品で、『若草物語』にいたる作家修業途中の習作としてみな
される傾向があるため、概して注目されず、批評も少なく、評価も高くない。
『アンクル・トムの小屋』 (1853)のストウ夫人のように感傷に流れず、ジヤー ナリス
ティックな言語コントロー ルカを示したものだというルース・マクドナルド1)や、ヒロイ
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ンの無垢から成熟への物語であるとして評価するショウオルター"を含め、多くの批評家は、
その後書かれた小説『気分』 (幽ら1864)や匿名または偽名で書かれたスリラー 小説
群と共に、『病院スケッチ』を『若草物語』への通過点の一つとして捕らえているようで
ある。
しかし最近になって、「女性の問題における労働の意味」という観点から『病院スケッ
チ』を見直すメイパーの批評 。が出て、この作品が単なる文章修業の試し書きでも、南北
戦争中の従軍看護婦体験記という物珍しさから人気を博しただけのものでもなく、ルイザ
の生涯にわたる探求の一部として位置づけられることが示された。「作者自身の、ひいて
は同時代の女性のキャリア探求の試み」として考えるとき、『病院スケッチ』から『若草
物語』を経由して『仕事』(1872)へと向かう流れは新たな相貌を帯びるように思われる。
本稿ではこのメイパーの批評とルイザのエッセイ「ハッピー ・ウィメン」(″ ‰ “,
1868)。を手がかりに、女性と仕事とキャリアをキーワー ドとして『病院スケッチ』を読
み直してみる。
『病院スケッチ』が生まれたいきさつ
ルイザは、30歳を迎えた1862年11月、篤志看護婦に応募することを思い立つ。時まさ
に南北戦争のさなか、翌 1863年1月にリンカーンによる奴隷解放宣言が出されることに
なるが、戦況は予断を許さず、北軍の苦戦の報がはるか北、静かなニューイングランドの
コンコードにも届いていた。
1861年4月、市北戦争勃発を知つた彼女は日記にこう記した。 r私はずつと戦争を見た
かったがとうとう望みがかなつた。男になりたいが、戦えないので、戦える人々のために
働くことで満足しよう。JO兵士として戦場にはせ参じることができないため、彼女は、
縫い物や物資の提供といつた仕事に従事していたが、徐々にそのような後方支援の仕事に
飽き足らなくなる。折りしも戦争の長期化で有資格者が不足し、資格をもたない女性にも
従軍看護婦への道が開かれることになつた。さつそく志願して採用され、厳寒の 12月、使
命感とひそかな不安を抱えてフシントンのユニオン・ホテル病院での任に着く。
しかしその「従軍Jも結局6週間という短い期間で終わることになる。急ごしらえで設
備の整わない劣悪な施設条件、不衛生な環寛、蔓延する病気、混乱と病院経営のまずさが
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生む非効率のもとで、おびただしく運び込まれてくる傷病兵を世話する激務は想像以上の
もので、看護の仕事が好きで頑健であつたはずのルイザも腸チフスに感染し、翌1863年2
月、迎えに来た父親に伴われて帰宅せざるを得なくなり、その後も数週間、高熱と衰弱と
幻覚に悩まされることになった。
ところがこの強烈な経験は、ルイザの健康を蝕んだ一方で、彼女の職業作家としての出
発点を築くものとなつた。病院から家族宛に書き送つた手紙が好評だつたため、父の友人
が新聞への掲載を勧め、彼女自身は気乗りしないままであつたが、「お金がほしかつたの
で」0、手紙を「ほとんど文字通り再現」うして新聞に連載した。その『病院スケッチ』(1863
年に単行本として出版)は大評判となり、作家ルイザ・オルコットの名前は一躍知れ渡つ
た。
経済的観念がいささか欠如した父親を持ち、母親の苦労を目の当たりにしながら育つた
ルイザは、幼いころから結婚を視野に入れず、自らの独立だけでなく、一家の経済的な担
い手たることを目標とし〆いた。彼女にとつて、キャリアの選択は決定的な問題であつた。
これを期に、本格的な小説に手を染め、試行錯誤しつつ、同時に偽名または匿名でセンセ
ーショナルな物語を量産する数年間を経て、彼女は職業作家として自立していくのである。
「何かをしたい」
トリビュレー ション (難難辛苦)・ペリウィンクルという大げさな、チャールズ・ディ
タンズの作中人物ばりの名前をもつ女性が語り手兼主人公で、『病院スケッチ』は、彼女
の体験を綴つた手記という体裁をとつている。彼女 トリブはワシントンのホテルを改造し
たハーリー ・バーリー ・ハウス病院に篤志看護婦として赴き、6週間の滞在ののち病気で
帰還を余儀なくされたとされている。作品の冒頭部分を引用する。
" I Wt4I{l sometbimg tn do;'
This remark being acldressed to the worltl in general, no one
in particular felt it their duty to reply; so I repeat€d it to the smaller
world about me, received the following suggestions, a-nd settled the
matter by answering my own inquiry, as people are apt to do when
very much in earnest.
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`Write a book,''quoth the author of my being
“Doゴt know enOugh,slr Frst hve,then w五
""`Try teachlng agaln,"suggested mother
“No thank you,ma'am,ten years ofthat is enough"
“Take a husband Шにmy Darby,alld地面1l your IIusslon/
sald sister」Oan,hOme on a宙slt
``Can't afford expenslve luxu五es,聰C∞blddy"
`Tunl actress, and imrnortaLze your name," said slster
Vashti,st」bng an attitude
“I won't"
“GO nme the soldiers,"sald my young brOther Tom,panhg
for the tented ield"
`■w皿!つ
両親 と姉妹 と弟が トリブの発間に答え、最後の、戦場にあこがれ る弟の提案 を待つていた
かのように、彼女の看護婦志願計画が具体化する。興味深いのは家族それぞれが異なった
トリプのキャ リアプランー 作家、教師、結婚、女優、従軍看護卜 を提案す ることだが、
これ らはどれ もルイザがかつて経験または構想 していたことである。
まず彼女は、ルイザ自身が日記に綴つていたように「何かをしたいJのである。ルイザ
が看護婦志願を決意する1862年11月の日記にはこうある。
NOvember―Thm years old Decided to go tO Washinttn ag a
ntte r l could f□d a place Help rleeded,and l love llursIIIlg,and
mustlet out my pent・up ellergy h some new way WIn"r ls always a
hard and a dun tlme,and lfl am away there is one less to feed and
wanll and wo暉。ver
l want lllew expe五nc s,and am sure to get'em rlgo soI've
sent in my name,alld bide my tlme w五hng tales,tO leave a■enug
beblnd lne,and melldlng up my Old c10thes,一―fOr llurseB dort need
luce th■nge,thnn■Heavell1 91
ここには、助けが求められていることと、看護が好きだとい う直接的理由と重ねて、30歳
にな り、新 しい経験を したいこと、せき止められてきたエネルギーのはけ口を見つけたい
こと、それに冬の間オル コッ ト家が養わなければならない家族を一人減 らして家計の負担
を軽 くしたい とい うきわめて個人的な理由がつづられている。留守宅の家族がみな快道 に
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過ごせるよう、物語を書いて収入を捻出しておくという念の入れようである。
ショウォルターは「30歳という年齢は 19世紀の女性にとって重要な区切り、すなわち
結婚可能な年齢を過ぎてしまったという認識の瞬間であつた。従軍は独立した大人として
の自己を宣言する一つの方法であり、著作のための材料を真剣に探そうという決意であつ
た」と述べている 10。 トリブは「結婚可能な年齢を過ぎてしまったと認識する区切り」の
年齢を迎え、役に立つ仕事をしたい、家計の負担になりたくない、書くための経験がほし
いと切望する。 トリプの応答は、そのままルイザ自身のキャリアプランに重なるかのよう
である。「まず生きてみてそれから書く」には「作家になるには世間知らずであり、人生
経験という修業がまだ足りない」という認識が見える。教職の否定には、10年間教えたが
この仕事は好きになれないし、経済的にも報われるものではないと痛感していたルイザの
気持ちがにじむ。逆に女優については一言「否」で済ます。ルイザはアマチュア劇団に参
加するなど演劇になみなみならぬ興味を持っていたが、当時、依然として「女優Jという
職業につきまとう悪いイメージがあつた 10し、冷静にキャリアプランを考える彼女は、女
優業で家族を姜えるだけの才能が自分にないことを十分承知していたであろう。
トリプの応答の中で最も興味深いのは結婚の可能性をめぐってのものである。わざわざ
「クービディ夫人Jと呼びかけての皮肉めいた答え方には、はなから結婚がキャリアの選
択肢に入つていないことが読み取れる。姉がわざわざ「あなたの使命」と称しているもの
をまるごと拒否し、次に「贅沢はできない」とたたみかける。もちろんそれはクービディ
夫人が浪費家であるわけでも、結婚することが贅沢であるわけでもなく、結婚することで
家計から食い扶持を一人減らせたとしても、ペリウィンクル家は潤わない、だから「そん
な贅沢はできないJとなるのである。ルイザの職業選択の決め手は常に両親と自分を含め
たf/1/コット家が経済的に立ち行くか、であつた。
ルイザは 1862年、友人の勧めで幼稚園の教職につくが、下宿代も助手の給料もまかな
えないほどの収入しかなかったため、5月に辞めてもつと稼げる見通しのある執筆の仕事
に向かう。このとき『ア トランティック・マンスリー 』誌の出版者に「教職を続けなさい、
あなたは書けないんだから」と忠告されて「書けることを証明してみせます」と返したと
いう1'。 このような意地から始まったのかもしれないルイザの作家としてのキャリアは、
『病院スケッチ』の経験を通じてより確固としたものになっていくのである。
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4 観察者から体験者へ、さらに改革者ヘ
とにかく「何かをしたくて」飛び込んだ病院の世界であったが、その経験は「仕事」に
ついて真剣に考えることをトリブ/ルイザに追る。「何かをしたい」と叫んだトリプの願
いは、急ごしらえ病院の劣悪な環境下での過酷な労働と際限のない忍耐という形でかなえ
られる。 トリプはショウォルターのいう無垢から成熟という成長プロセスを経るだけでは
ない。より具体的に、仕事を通じて観察者から体験者へ、そしてさらに改革者へという道
をたどっていくのである。
『病院スケッチ』は6章からなるが、最初の2章は病院に着任するまでの準備と旅の報
告からなる。第 1章は念願かなって採用されたトリブがワシントンまでの無料切符を求め
てボストンじゅうを奔走し、たらい回しの官僚機構と怠惰な役人たちへの怒りを記録した
もので、鋭くかつユーモラスな観察が読者をにやりとさせ、 トリプの活躍への期待感を盛
り上げる。第2章は列車と船を乗り継ぐボストンからワシントンまでの道中の記である。
トリブはユーモアたっぶりに周囲の観察を展開する。
看護婦志願の決意を固めてからの家族の慌てぶり、無料切符を受けるための担当者の捜
索と彼らにしかるべく仕事をさせるための気の遠くなるような東奔西走、その過程で出会
う有象無象の人々の描写など、まるで読者もトリブと一緒にその場に居合わせているよう
な臨場感がある。ディケンズを愛読していた作者の面日躍如の場面である。と同時に、気
丈に娘を送り出しながら涙でハンカチを濡らす母親の情がにじむ別れの場面、平静を装い
ながら内心は不安と恐怖でいっぱいのトリブの心情の吐露など、センチメンタルになりが
ちなところを抑え、効果的に伝えているのも筆力の確かさをうかがわせる。
第3章からいよいよトリプは形ばかりの「病院Jの現実と、そこでの過酷な労働に直面
する。5章までが、ルイザのユニオン・ホテル病院での実体験を下敷きにしたトリプの看
護婦生活の日常の記録である。厳密にはここからが「病院スケッチJである。ショウォル
ターは彼女が風劇的な語り手から「真剣で饒舌な目撃者」になつたと述べる10が、 トリプ
は現実を直視するそうした目撃者から体験者へとさらに一歩を踏み出すのである。看護の
仕事が好きだとはいっても、せいぜい家族の看病くらいしか経験がなかつた未婚の若い女
性が、血と埃にまみれ、腐臭ぶんぶんとする男ばかりの病室に連れていかれ、こともなげ
に傷病兵の体を拭くよう申し渡されて、言葉にできないほどの衝撃を受ける。トリプの「体
験」のはじまりである。
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読者はトリブと一緒に目がまわるほど忙しい看護婦の日常につきあう。明らかに収容で
きる以上の患者やけが人がひつきりなしに運び込まれる。窓が壊れて暖房も換気も不十分、
不衛生で劣悪な環境、けが人を実験標本のように扱う人間性のかけらもない医師、空虚な
言葉を並べるだけで傷病兵の心の支えになるには程遠い牧師たち、半病人や回復期の患者
を助手として使うことで人手不足を補おうとし、結果的に彼らの衰弱や死や業務の停滞に
つながる非効率的な病院運営が彼女をとりまく現実である。苦しみ、痛み、そして死も日
常の風景の一部である。患者が死んでベッドが空くとすぐさま次のけが人が運び込まれる。
医者の助手を務めたり、包帯を巻きなおしたり、食事の介助をしたりなどのいわゆる看護
の本業だけでなく、語りかけたり、手紙を代筆したりなど精神的なケアの仕事も休む間も
なくある。
とはいつても、激務に忙殺されてトリプの観察眼が曇ることはない。機能不全の病院の
システムについて、非人間的な医師や牧師の行動について、鋭く告発するその舌鋒は厳し
い。「観察者」に「体験者」としての実感が重ねあわされて『病院スケッチ』の記述を生
き生きとさせている。ひとくちに傷病兵といつてもさまざまである。 トリブは特に印象的
な何人かについて描写している。片腕を切断した上に今度は足も切らなければならない羽
日になつたのに陽気さを失わないスミスをコミック・リリー フに使うかと思えば、ヴァー
ジエア出身のジョンのような感動的な逸話も挿入される。彼は背中に受けた致命傷のため
に呼吸もままならないはずなのに弱音も吐かずに耐え、故郷の母と弟妹を思いやる真の無
名の勇士と呼ぶべき一人である。ストウ夫人やセンチメンタル小説の書き手なら数十ペー
ジに及んだかもしれない彼の死の場面でも、抑えた筆致が逆に効果を上げている。
トリブ/ルイザにとって、ワシントン滞在はこうした勤労奉仕のためだけではない。ボ
ストンやコンコードにいてはわからない首都の市民の生活にじかに触れ、人間観察し、ホ
フイトハウスを初めとする名所を観光するまたとない機会である。そのために夜勤への変
更さえ申し出る。「まずは経験して、それから書く」のである。病気で倒れる直前まで朝
のランニングも欠かさない。
仕事場にあつてもトリブは、与えられる仕事を黙々とこなすだけの労働者ではない。劣
悪な環境下にある患者に同情し、状況を少しでも改善するために、観察と体験に基づき、
改革に乗り出す。「トリプの病院改革」である。最初は与えられる指示にショックを受け、
それをこなすだけで精一杯であつた彼女は、やがて主体的に動き出す。メイバーがそのプ
ロセスを丁寧に跡づけている 1つ。効率的にできるように、担当病棟の3つの病室を患者の
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重篤度に応じて分けるという組織改変を行う。彼女が担当できる仕事の幅も次第に広がる。
「民間人」看護人への苦情を記すのも、もはや一人前の看護婦の自党のある人の使命感と
自信に裏打ちされたプロ意識の現われといえるであろう。その彼女もわずか数週間のうち
に病気になるが、それも弱さの証明ではなく、勇敢な兵士の負傷と比べられるものである。
あわれトリプは志半ばで倒れ、迎えに来た父親に連れられて病院を後にすることになる
が、『病院スケッチ』には第6章として、反響に答えるという趣向で後日談の「追伸」が
ついている。そこには新米トリプの姿はみじんもない。観察と体験と改革の実績を力に、
病院の実態を語 り、現場からの提言を堂々と述べていて、まさに「回復期の帰還兵Jまた
は「軍人の回想録J10の趣がある。女性であるがゆえに戦場で働けなかった、しかし男性
と同じように (あるいは怠惰な役人や問題のある医師や牧師といった一部の男性よりも)
勤勉かつ誠実に働き、病院で立派に任務を果たしたという自負がにじんでいる。
5 仕事の意義
ルイザは1868年、.■appy Women"と題するエッセイを雑誌に掲載した。結婚しないま
までも、配偶者や子供を持つ女性と同じように仕事をし、幸福感を感じながら毎日を生き
ている4人の女性を紹介し、家庭に入ることが女性の当然の務めであると思いこんでいる、
または思い込まされている若い女性一般に別の選択肢もあることを提示しようとしたもの
である。ここに登場する4人の女性たちは医師、音楽家、奉仕家、作家 (ルイザ自身)と、
経歴や仕事の内容はまちまちであるが、共通するのは自分の仕事に自負とやりがいを持ち、
日々を忙しくしかし楽しく過ごしていることである。
ここで注目したいのは、無為徒食に対する警告である。「老嬢」 (Old mald)と呼ばれ
る恐怖から若い女性たちが「自由、幸福、自尊心の喪失」1。を伴う結婚へと走って後悔し、
片や老嬢は「お茶をいれたり、うわさ話に興じたり、ハンカチをいじつたりする以外にす
ることがない」1うなどと考えられがちであるが、実は「世界は仕事で満ちていて、働く頭、
心、手は全て必要とされているのである。J:ゆ行うべき仕事 (ここではキャリアと言い換
え可能である)をもつてこそ、頭と心と手を働かせてこそ、成功できるし幸福になれるの
だとルイザは強調する。
同じ年に『若草物語』が出版され、ルイザにとってはオルコット家を養うという子供時
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ルイザ・メイ・オルコット『病院スケッチ』と「ハッピー ・ウィメンJにおける仕事の意義
代からの念願がかなつた節日の年であつた。金銭的成功を喜びながらも、ルイザは結婚で
終わる女の子のハッピー エンドの物語を書くのが苦痛であり、とりわけヒロインである自
画像ジョー を隣家の仲良しのローリー と結婚させてくれ、と懇願するファンレターの多い
ことにも辟易していた。無為を戒め、仕事を通じての自立の必要性を説き、人生における
仕事やキャリアの意義を高らかに宣言した点において、大人になつた三姉妹が全て伴侶を
得るという結末が用意された『若草物語』へのアンチテーゼとしてこのエッセイを読むこ
とができる。
確かにトリブの姉ジョー ンが言つたように、結婚は「女の使命」かもしれないし、幸福
の条件であつたかもしれない。少なくとも当時の社会通念上はそうであつた。しかし南北
戦争にいたる期間、北部では奴隷制度反対の機運が盛り上がるのと同時に、もう一つの「隠
れた奴隷制Jである女性の従属状況も変えるべきであるという動きも盛んであつた。その
最も先鋭的な現れが婦人参政権問題であるが、彼女も熱心にそれに加わつていた。一方、
因習的な考え方や意識は残つていても、女性の事実上の「進出」はめざましかつた。文学
の分野でもストウ夫人の『 アンクル・ トムの小屋』がその影響力によつて南北戦争を起こ
したとまでいわれたし、ナサニエル・ホーソンやハーマン・メルヴィルといつた主流の男
性作家が代表作を発表する 1850年代、文学市場は女性読者によつて支えられ、大ベス ト
セラ 『ー広い、広い世界』 (スー ザン・ウォーナー作、1852)をはじめとする女性作家の
作品に席巻されていたのであつた。
おわりに
30歳にしてキャリア選択に直面したルイザ・オルコットは、折からの戦争という非常事
態にチヤンスを見出し、病院での篤志看護婦という仕事を得て、それを通じ作家という道
に踏み出した。サラ。エルバートがいみじくも述べている。「まさに真の意味で、彼女は
ユニオン・ホテル病院に足を踏み入れたとき、自分自身の人生のために戦つていたのであ
る。191」
彼女は一般的な「女の使命」をあえて退け、時代のまさに最前線の仕事場で観察し体験
し改革し、「戦い」の中でキャリアを見つけたといえる。作家というキヤリアによつて、
彼女は自分と家族を養うという役割を果たしただけでなく、世の女性たちとその予備軍た
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る少女たちに力強い言葉で語りかけ、皆がそれぞれの仕事に取り組み、それぞれの幸福を
めざそうではないかと呼びかける「仕事Jにも乗り出したのであった。
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